
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第６９号 （令和元年６月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆最後に私の手元に残ったのは・・・。◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、我が家の一人娘が４月から保育士としてデビューしまして、 

毎日、幼稚園に通勤しているのですが、あることがきっかけで、私の財布が大打撃

を受けることになりました･･･。 

娘は当初バス通勤でした。自宅の最寄りのバス停からバスに乗って小田急線の

伊勢原駅に向かい、そこでバスを乗り換え、幼稚園の最寄りのバス停で降りて歩き

と、自宅から幼稚園まで片道５５分掛かっていました。また、娘は学生の頃からアル

バイト先への出勤でも、いつも業務開始３０分前には到着するということを自らに課

し、それを幼稚園でも継続していました。幼稚園の本来の出勤時間は８時半。３０分

前の８時に到着するために自宅を７時に出ていました。ただ、新しい環境に疲れも

あったのだと思います。ある日、娘は不可抗力で寝坊。慌てて準備をし、家内が軽

自動車で送ることに。自宅を７時４５分に出たのですが、幼稚園に着いたのが実は、

７時５５分。バスだと５５分掛かるところが、車だとわずか１０分だったのです･･･。 

これは事前にわかっていました。我が家から西に一直線、距離にして４㎞ほどの

ところに幼稚園はあります。ただ、バスでとなると田舎なのであまり路線がなく、だい

ぶ迂回しなければなりません。自転車でまっすぐ行くにしても、行きの大半は上り

坂。というわけで、バスを選択していたのですが、女性にとっての朝の４５分というの

は非常に大きい。それを味わってしまってから、さすがに毎日送ってくれというわけ 

にもいかないので、娘は免許は持っていましたので、家内の車を運

転していくことになりました。そして、娘本人は朝にだいぶ余裕がで

きて、とても良かったのですが、新たな問題が･･･。 

家内が使用していた軽自動車を平日の月～金で （２枚目へ→） 
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■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 使われることになったので、家内から不満が･･･。私が「じゃあ、お母さん

は僕の車を運転すれば？」と提案したところ、「あんな大きい車、運転するの無理

よ！」と、即ＮＧ。ちなみに、家内の軽自動車はホンダのＮ-ＢＯＸなのですが、タイミ

ング良く？長年お付き合いのあるホンダのディーラーからＤＭが届きました。 

車検の案内と、それから丸７年が経つので、そろそろお買い換えをと。そして、早

速、担当の営業マンから電話が掛かってきまして、来店を促されました。家から近

いということもあり、私は洗車がてらディーラーさんに行きました。当然、買い換えの

提案を受けたのですが、私は買い換えではなく、今乗っている軽自動車を娘に譲

り、家内に新型のＮ-ＢＯＸを買うプランにして、とりあえず家に持って帰りました。 

さっそく２人に話すと、家内は自分が新しい車に乗れるので「いいじゃない！」と

即ＯＫ。ところが、娘は思わぬ反応。「えー！なんでせっかく買うのに同じ車種を２台

にすんのよー、もう少しかわいい車種にしようよ」と。そして、改めて、ゴールデンウ

ィーク後半に家族３人でホンダのディーラーさんに、車を見に行きました。 

Ｎ-ＢＯＸ以外であれば、私はスポーティーなＮワゴンなどがおすすめと伝えると、

家内と娘からは全却下･･･。気が付けば娘が中心となって車種を選び、最終的には

Ｎ-ＯＮＥの中の、デザインが女性らしいホワイトクラッシースタイルがいいとなりまし

た。そして、家内と娘は顔を合わすなりこちらを見て、「契約はお父さんね！」という

念押しが･･･。車種とグレード、車の品定めは家内と娘で行い、「お値段の交渉はお

父さんしっかりやんなさいよ！」ということで、そんな役回りに･･･。私もときどき乗せ

てもらうからターボは付けようかという話もしましたが、これまた即却下･･･。色はア

イボリーで決まり、最後に私の手元に残ったのは、売買契約書だけでした･･･。 

娘のあの日の寝坊から、まさかこんなことになるとは･･･。娘が社会人になり、親

の役目はひとまず終えたと思っていましたが、いきなり私のお財布は、娘によって

大打撃を受けることになりました･･･（涙）。米山 

大森 米山 


